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インターネット概論 第4回課題

学籍番号：70175306

松倉　友樹 <t01549ym@sfc.keio.ac.jp>

課題内容

1）　私たちの身の回りや社会において、インターネットやコンピュータを使うと便利になるであろうサービスのうち、

技術的に実現可能なサービスを見つけてください。

2)　それを妨げる、ルール、規則、条例、決まり、法律などがあります。なぜ、そのようなルールや規則があるのかを考

察しなさい。

3）　どのようにルールや規則を変更すれば、インターネットやコンピュータを使ったサービスを実現できるのか

4) その変更による影響（良い・悪い）を考察してください。

回答

1.

個人情報の一元管理

理由：インターネット上でも、現実世界でも自分の情報を書き込む場面が多い。例えば、オンラインで書籍を買う場合、

ユーザ登録をする場合。また、現実世界ではレンタルビデオ屋の会員登録、アンケートなどの際に毎回適切な情報を書か

なければいけません。

適切な情報とはどういう事かというと、例えば、オンラインで品物を注文するときは自分の名前と、住所、電話番号の情

報が必要で、趣味や年齢などは必要ありません。また、アンケートには年齢、職業などの情報だけというような適切な情

報公開レベルのことを指します。

どこかで、自分の個人情報を保持していて、必要なときに必要な情報を提供するようにしたい。それには、インターネッ

トというインフラを使うのが一番効率的であると思う。

2.

問題としてあげられるのはプライバシの保護である。

紙のアンケートを答える際に、現実世界をモデル化してみる。まず、現実世界で人間の場合に、アンケート用紙を見た

ら、その内容を判断し、そのアンケートに対して適切な内容を脳からの指令で手が記述する。

しかし、インターネットを通じてデータをやり取りする場合は、脳となる部分がそこにはあらず、リモートにあるのでデ

ータを持ってくる際に暗号化されていなければならない。しかし、暗号化されていても完璧な暗号は存在しないので情報

が漏洩する可能性はある。

3.

解決すべき事は、個人情報を一元管理したさいにそれをどうやって適切に扱うかである。一元的に個人情報が置かれてい

るのでそこの資源がクラックされたら個人情報はすべて漏洩してしまう。

よって、その資源を強靱なシステムにし、個人情報の利用もとには、現実世界での正式な身元特定をする必要がある。

4.

個人情報の一元管理により、繰り返しの動作が減る。しかし、それ以上に個人情報の漏洩の危険性が大きい。また、この

システムを導入するコストが高いので実際には導入されないだろう。
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